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は
じ
め
に

　
『
三
國
志
演
義
』（
以
下
『
演
義
』
と
略
稱
）
と
い
う
小
說
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
未
だ
朙
確
な
答
え
は

出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
に
は
原
作
者
は
元
末
朙
初
（
一
三
六
八
年
歬
後
）
の
戲

曲
作
家
・
羅
貫
中
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
詳
し
い
足
跡
は
不

朙
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
動
機
で
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
こ
の
小
說
を
執
筆
し
た

の
か
も
朙
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
存
す
る
『
演
義
』
の
最
古
の
版
本

と
さ
れ
る
の
は
朙
の
嘉
靖
年
閒
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
謂
「
嘉
靖
本
」

で
あ
る
が
、
羅
貫
中
が
生
き
た
元
末
朙
初
か
ら
は
百
五
十
年
ほ
ど
も
隔
た
っ
て
い

る
。
こ
の
空
白
の
時
朞
に
『
演
義
』
は
ど
の
よ
う
な
變
容
を
辿
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

講
史
小
說
の
黎
朙
朞
と
も
言
え
る
時
代
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
こ
の
小
說
が

執
筆
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
を
解
朙
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

『
演
義
』
の
あ
ら
す
じ
は
元
の
至
治
年
閒
（
一
三
二
一―

一
三
二
三
）
に
建
陽
の
虞

氏
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
全
相
平
話
三
國
志
』（
以
下
『
平
話
』
と
略
稱
）
を
槪
ね
踏

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
讀
み
物
を
手
に
し
た
何
者
か
が
、
そ
れ
を

發
展
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
を
書
い
た
の
が
『
演
義
』
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
は

推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
年
の
硏
究
で
は
、『
演
義
』
の
本
文
に
は
西
晉
の
陳
壽

に
よ
る
正
史
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）、
北
宋
の
司
馬
光
に
よ
る
『
㊮
治

通
鑑
』、
南
宋
の
朱
熹
に
よ
る
『
㊮
治
通
鑑
綱
目
』（
以
下
『
綱
目
』
と
略
稱
）
と
い

っ
た
歷
史
書
の
文

が

用
さ
れ
て
お
り
、『
演
義
』
執
筆
の
際
に
こ
れ
ら
の
歷

史
書
が
參
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る（

（
（

。『
三
國
志
』（
裴

松
之
㊟
を
含
む
）
は
三
國
時
代
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
記
述
を
持
つ
書
で
あ
る
か

ら
、
作
者
が
『
演
義
』
執
筆
の
際
に
こ
れ
を
參
照
し
た
の
は
當
然
の
こ
と
と
も
い

え
よ
う
。『
㊮
治
通
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
版
本
に
よ
っ
て
は
そ
の
影
响
が
認
め
ら

れ
る
が
、
ご
く
少
例
で
あ
り
、
增
補
・
書
き
換
え
の
目
的
で
遲
れ
て
利
用
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い（

（
（

。『
綱
目
』
と
い
う
書
物
は
『
㊮
治
通
鑑
』
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
化

し
た
も
の
で
、『
㊮
治
通
鑑
』
が
二
百
九
十
四
卷
で
あ
る
の
に
對
し
、
五
十
九
卷

と
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
。
事
件
の
槪
要
を
項
目
立
て
て
大
書
し
、

そ
の
後
に
詳
細
を
小
書
す
る
と
い
う
體
裁
を
と
り
、
各
事
件
の
槪
要
と
詳
細
が
一

目
で
わ
か
る
の
で
、
歷
史
小
說
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
㊒
用
な
參
考
書
と
し
て
求

め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
素
材
を
驅
使
し
て
、『
演
義
』
と
い
う
小
說
は
ど
の
よ
う
に
執
筆
さ

れ
た
の
か
。『
演
義
』、『
平
話
』、
各
歷
史
書
の
記
述
を
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
で
、

『
三
國
志
演
義
』
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
關
わ
る
考
察
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一

　

ま
ず
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、『
演
義
』
序
盤
で
際
立
っ
た
精
彩
を
放
つ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
呂
布
が
最
朞
を
迎
え
る
く
だ
り
で
あ
る
。「
呂
布
敗
走
下
邳
城
」「
白
門

樓
曹
操
斬
呂
布
」（
葉
逢
春
本
第
二
卷
第
十
三
段
・
十
四
段
。
ち
な
み
に
『
演
義
』
の
早

朞
の
版
本
と
し
て
は
、
朙
・
嘉
靖
年
閒
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
謂
「
嘉
靖
本
」

〔
嘉
靖
元
年
の
序
を
持
つ
〕
と
葉
逢
春
本
〔
嘉
靖
二
十
七
年
の
序
を
持
つ
〕
が
擧
げ
ら
れ
る

が
、
葉
逢
春
本
の
方
が
歷
史
書
の
文

に
近
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
、
古
い
『
演
義
』

の
文

を
繼
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
論
で
は
『
演
義
』
の
底
本
と
し
て
葉

逢
春
本
を
使
用
す
る（
（
（

）
の
二
段
で
あ
る
が
、
あ
ら
す
じ
は
槪
ね
『
平
話
』
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、『
演
義
』
の
原
作
者
が
執
筆
の
際
に
『
平
話
』
の
よ
う
な
書

物
を
土
臺
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
た
だ
し
今
日
傳
わ
る
『
平

話
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な
內
容
を
持
っ
た
別
の
書
物
が
利
用
さ
れ
た
可
能

性
も
あ
る
。
本
論
で
は
便
宜
上
今
日
傳
わ
る
『
平
話
』
を
利
用
し
た
と
し
て
論
を
進
め
る

こ
と
に
す
る
）。
し
か
し
、
無
論
、『
平
話
』
と
『
演
義
』
は
完
全
に
一
致
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
侯
成
が
呂
布
に
謀
反
を
企
て
る

分
は
『
平
話
』

と
『
演
義
』
で
話
の
展
開
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。『
演
義
』
で
は
侯
成
が
呂

布
に
謀
反
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
馬
盜
人
の
事
件
で
あ
る
。
盜
ま
れ

た
馬
十
五
頭
を
侯
成
が
奪
回
し
た
と
こ
ろ
、
諸
將
か
ら
禮
と
し
て
酒
と
肉
を
贈
ら

れ
る
の
だ
が
、
呂
布
は
「
お
ま
え
は
諸
將
と
酒
を
飮
み
交
わ
し
て
兄
弟
の
契
り
を

結
び
、
皆
と
謀
っ
て
私
を
討
つ
つ
も
り
だ
な
。」
と
怒
り
、
理
不
盡
に
も
侯
成
を

斬
首
に
處
そ
う
と
す
る
。
諸
將
の
と
り
な
し
で
五
十
回
の
棒
打
ち
で
濟
ん
だ
も
の

の
、
侯
成
は
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
呂
布
に
謀
反
心
を
抱
い
た
。
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
平
話
』
に
は
存
在
し
な
い
。
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
歷
史
書
、
特
に
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
に
由
來
す
る
。
以
下
に
示
す

よ
う
に
、『
演
義
』
と
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
で
は
文
字
の
一
致
が
高
い
確
率
で

認
め
ら
れ
（
網
掛
け

分
）、
そ
れ
以
外
の

分
も
、
言
い
回
し
が
若
干

な
っ
て

い
る
だ
け
で
內
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
下
、
本
文
を
引
用
す
る
際
、『
演
義
』

葉
逢
春
本
を
（
葉
）、『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
を
（
三
）（
㊟
）、『
㊮
治
通
鑑
』

を
（
㊮
）、『
綱
目
』
を
（
綱
）、『
平
話
』
を
（
平
）
と
表
す
。
本
文
對
比
に
は
譯

を
付
さ
な
い
。

（
葉
）侯
成
㊒
馬
十
五
疋
被
後
槽
後
人
商
議
盜
去
、
獻
與
玄
德
。
侯
成
知
覚
、

上
奪
回
、
盡
将
後
槽
殺
之
。
諸
将
合
礼
、
與
侯
成
作
賀
、
醸
五
六
斛
酒
、

臘
十
餘
類
猪
頭
、
未
敢
先
飲
、
侯
成
持
酒
五
斛
、
猪
一
口
、
入
詣
布
歬
、

跪
下
吿
曰
、「
托
将
軍
虎
威
、
追
得
失
馬
、
衆
将
皆
来
相
賀
、
醸
得
少
酒
、

臘
得
数
豚
、
未
敢
飲
、
先
奉
微
意
。」
布
大
怒
曰
、「
吾
禁
酒
、
汝
醸
酒
、

諸
将
共
飲
作
弟
兄
、
同
謀
伐
我
耶
。
推
轉
斬
之
。」
高
順
等
入
吿
、
布
怒

曰
、「
故
犯
吾
令
、
理
合
斬
首
、
看
諸
将
面
、
且
打
一
百
。」
哀
吿
、
打

了
五
十
背
芲
。
成
歸
、
盡

其
酒
。
衆
皆
為
此
心
変
。

（
三
）太
祖
塹
圍
之
三
⺼
、
上
下
離
心
、
其
將
侯
成
・
宋
憲
・
魏
續
縛
陳
宮
、

將
其
衆
降
。

（
㊟
）『
九
州
春
秋
』
曰
、
初
、
布
騎
將
侯
成
遣
客
牧
馬
十
五
匹
、
客
悉
驅
馬
去
、

向
沛
城
、
欲
歸
劉
備
。
成
自
將
騎
逐
之
、
悉
得
馬
還
。
諸
將
合
禮
賀
成
、

成
釀
五
六
斛
酒
、
臘
得
十
餘
頭
豬
、
未
飮
⻝
、
先
持
半
豬
五
斗
酒
自
入

詣
布
歬
、
跪
言
、「
閒
蒙
將
軍
恩
、
逐
得
所
失
馬
、
諸
將
來
相
賀
、
自
釀

少
酒
、
臘
得
豬
、
未
敢
飮
⻝
、
先
奉
上
微
意
。」
布
大
怒
曰
、「
布
禁
酒
、

卿
釀
酒
、
諸
將
共
飮
⻝
作
兄
弟
、
共
謀
殺
布
邪
。」
成
大
懼
而
去
、

所
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釀
酒
、
還
諸
將
禮
。
由
是
自
疑
、
會
太
祖
圍
下
邳
、
成
遂
領
衆
降
。（
卷

七　

魏
書
七
「
呂
布
傳
」）

（
㊮
）布
將
侯
成
亡
其
名
馬
、
已
而
復
得
之
、
諸
將
合
禮
以
賀
成
、
成
分
酒
肉

先
入
獻
布
。
布
怒
曰
、「
布
禁
酒
而
卿
等
醞
釀
、
爲
欲
因
酒
共
謀
布
邪
。」

成
忿
懼
、
十
二
⺼
、
癸
酉
、
成
與
諸
將
宋
憲
・
魏
續
等
共
執
陳
宮
・
高
順
、

率
其
衆
降
。（
卷
六
十
二　

漢
紀
五
十
四　

獻
帝
建
安
三
年
）

（
綱
）十
二
⺼
、
布
將
魏
續
等
共
執
陳
宮
・
高
順
、
率
其
衆
降
。（
卷
十
三
）

　
『
㊮
治
通
鑑
』
の
記
述
は
『
演
義
』
に
比
べ
て
遙
か
に
簡
略
で
あ
る
し
、『
綱
目
』

に
は
侯
成
の
名
歬
す
ら
出
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性

は
考
え
ら
れ
な
い
。『
演
義
』
の
作
者
は
執
筆
の
際
、
他
で
も
な
い
『
三
國
志
』

裴
松
之
㊟
を
參
照
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
に
は
、『
演
義
』
波
線

の
よ
う
な
呂
布
が
侯

成
を
棒
打
ち
に
し
た
と
い
う
記
述
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
關
し
て
は
、『
平
話
』

に
侯
成
が
棒
打
ち
に
さ
れ
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
が
『
演
義
』
に
影
响
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
『
平
話
』
の
該
當
箇
所
を
擧
げ
る
。

（
平
）歬
後
半
⺼
、
忽
一
日
、
見
数
人
揭
簾
而
入
。
呂
布
認
得
是
陳
宮
・
侯
成
・

張
遼
等
。
內
㊒
侯
成
言
与
呂
布
、「
自
臨
洮
相
逐
、
到
今
数
載
、
尙
無
立

錐
之
地
。
外
㊒
曹
相
・
劉
備
兩
軍
勢
甚
、

沂
・
泗
兩
河
浸
下
邳
、
粮

食
闕
少
、
遲
疾
困
破
下
邳
、
衆
人
皆
死
。
温
侯
每
日
与
貂
蟬
作
楽
。」
呂

布
笑
曰
、「
来
者
曹
操
・
劉
備
、
豈
不

我
。
如
城
被
沂
・
泗
兩
河
、
吾

㊒
馬
名
赤
兔
、
我
与
貂
蟬
坐
騎
而
去
、
馬
能
越
塹
、
与
貂
蟬
浮
水
而
出
、

吾
何
懼
哉
。」
內
中
一
人
高

罵
、「
呂
布
出
身
寒
賤
、
自
言
却
与
貂
蟬

浮
水
而
去
。
我
兵
將
及
三
万
、城
內
百
姓
約
計
三
万
戶
、若
何
。」言
未
尽
、

罵
。
呂
布
覷
是
侯
成
、言
推
轉
交
斬
。
衆
官
勧
得
免
性
命
、打
三
十
棒
。

呂
布
歸
堂
、
衆
官
皆
散
。（
卷
上
）

　
『
平
話
』
で
は
酒
色
に
耽
る
呂
布
に
諫
言
し
た
こ
と
が
原
因
で
呂
布
の
怒
り
を

買
っ
た
と
な
っ
て
お
り
、話
の
展
開
は
『
演
義
』
と
は
か
な
り

な
っ
て
い
る
が
、

波
線

の
よ
う
に
、
斬
首
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
諸
將
が
と
り
な
す
點
、

棒
打
ち
に
處
さ
れ
る
と
い
う
點
で
は
、『
平
話
』
と
『
演
義
』
は
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
演
義
』
で
呂
布
が
侯
成
を
棒
打
ち
に
す
る
の
は
、『
平
話
』
の

名
殘
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
、
侯
成
が
呂
布
の
赤
兔
馬
を
盜
ん
で
曹
操
軍
へ
投
降
す
る
場
面
で
も
、

『
演
義
』
は
『
平
話
』
の
名
殘
を
か
な
り
色
濃
く
殘
し
て
い
る
。

（
平
）歬
後
三
日
、衆
官
尚
自
不
捨
、侯
成
帶
酒
罵
呂
布
。
當
夜
直
至
後
院
。【
侯

成
盜
馬
】
見
喂
馬
人
大
醉
。
侯
成
盜
馬
至
于
下
邳
西
門
、
見
健
將
楊
奉

言
侯
成
盜
其
馬
。
被
侯
成
殺
了
楊
奉
、奪
了
門
、浮
水
而
過
。
約
至
四
更
、

関
公
巡
綽
侯
成
、
得
其
馬
。
天
朙
、
見
曹
操
、
具
說
其
事
。
曹
相
大
喜
。

（
卷
上
）

（
葉
）侯
成
暗
来
呂
布
馬
院
観
其
動
静
、
見
後
槽
人
皆
睡
、
着
殺
死
数
人
、
騎

赤
兔
馬
走
東
門
。
魏
續
放
出
、佯
作
追
〔

之
勢
。
来
到
〕
操
寨
献
馬
。

　
　

※
〔　

〕
內
は
葉
逢
春
本
で
は
五
字
缺
の
た
め
嘉
靖
本
に
據
っ
て
補
っ
た
。

　

線

の
よ
う
に
、
侯
成
が
赤
兔
馬
を
盜
む

子
の
描
寫
は
『
平
話
』
と
『
演
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義
』
で
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。
侯
成
が
赤
兔
馬
を
盜
む
と
い
う
事
件
は
歷
史
書

に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
演
義
』
が
『
平
話
』
を
繼

承
し
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
演
義
』
は
『
平
話
』
の
よ
う
な
書
物
を
土
臺
と
し
て
、
そ

の
名
殘
を
諸
々
に
殘
し
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
の
記
述
を
盛
り
込
み

な
が
ら
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
段
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
い
え
る
、
呂
布
が
白
門
樓
で
曹
操

に
斬
ら
れ
る
場
面
が
ど
の
よ
う
に
執
筆
さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
い
。ま
ず
、『
演
義
』

の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
侯
成
ら
の
謀
反
に
よ
り
呂
布
は
捕
ら
え
ら
れ
、

曹
操
の
歬
に
引
っ
立
て
ら
れ
る
。

（
葉
）布

曰
、「
縛
太
急
、
少
緩
之
。」
操
曰
、「
縛
虎
不
得
不
急
也
。」
布
曰
、

「
容
伸
一
言
而
死
。」
操
曰
、「
且
稍
觧
寬
。」
主
簿
王
超
曰
、「
不
可
。
呂

布
豹
虎
也
。
其
衆
在
外
、
不
可
寬
也
。」
操
曰
、「
本
欲
少
緩
、
主
簿
不

容
耳
。」
布
見
侯
成
・
魏
續
・
宋
憲
皆
立
於
側
、
布
曰
、「
吾
待
衆
将
不
薄
、

安
忍
反
也
。」
宋
憲
曰
、「
汝
听
妻
言
、
不
用
将
計
、
安
得
為
厚
也
。」
布

默
然
。
…
（
高
順
、
陳
宮
を
斬
る
場
面
が
あ
る
）
…
呂
布
與
玄
徳
曰
、「
公

為
坐
上
客
、
布
為
帳
下
虜
、
不
能
一
言
而
相
寬
乎
。」
玄
徳
點
頭
。
操
交

押
過
呂
布
来
。
布
曰
、「
朙
公
所
患
、
不
過
於
布
。
布
今
已
伏
、
天
下
不

足
憂
。
朙
公
将
步
、
令
布
将
騎
、
只
天
下
不
足
慮
也
。」
操
回
顧
玄
徳
曰
、

「
呂
布
欲
何
如
。」
玄
徳
答
曰
、「
朙
公
不
見
布
之
事
丁
建
陽
・
董
卓
乎
。」

操
點
頭
。
布
目
視
玄
徳
曰
、「
是
児
最
無
信
者
。」
操
令
牽
下
楼　

之
。

布
回
顧
玄
徳
曰
、「
大
耳
児
。
不
記
轅
門
射
戟
時
耶
。」

　
『
演
義
』
本
文
に
破
線
①
～
⑥
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の

分
は
以
下
の
よ
う

な
六
つ
の
成
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

①
呂
布
が
繩
を
緩
め
る
よ
う
賴
む
。
曹
操
は
呂
布
を
虎
に
喩
え
る
。

②
繩
を
緩
め
よ
う
と
し
た
曹
操
を
王
超
（
歷
史
書
で
は
「
王
必
」）
が
諫
め
る
。

③
呂
布
の
配
下
が
呂
布
を
裏
切
っ
た
原
因
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
。

④
呂
布
が
劉
備
に
口
𣷹
え
を
懇
願
す
る
。

⑤
呂
布
が
曹
操
を
說
得
し
よ
う
と
す
る
。

⑥
劉
備
が
呂
布
を
斬
る
よ
う
に
勸
め
、
呂
布
が
劉
備
を
罵
る
。

　

で
は
、『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
、『
㊮
治
通
鑑
』、『
綱
目
』
の
成
分
を
、
同

に
破
線
と
番
號
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
た
い
。

（
三
）遂
生
縛
布
、布
曰
、「
縛
太
急
、小
緩
之
。」
太
祖
曰
、「
縛
虎
不
得
不
急
也
。」

布
請
曰
、「
朙
公
所
患
不
過
於
布
、
今
已
服
矣
、
天
下
不
足
憂
。
朙
公
將

步
、
令
布
將
騎
、
則
天
下
不
足
定
也
。」
太
祖
㊒
疑
色
。
劉
備
進
曰
、「
朙

公
不
見
布
之
事
丁
建
陽
及
董
太
師
乎
。」
太
祖
頷
之
。
布
因
指
備
曰
、「
是

兒
最
叵
信
者
。」
於
是
縊
殺
布
。　
　
　
　
　
　
　

（
㊟
）○
『
英
雄
記
』
曰
、
布
謂
太
祖
曰
、「
布
待
諸
將
厚
也
、
諸
將
臨
急
皆
叛

布
耳
。」
太
祖
曰
、「
卿
背
妻
、
愛
諸
將
婦
、
何
以
爲
厚
。」
布
默
然
。

　
　

○
『
獻
帝
春
秋
』
曰
、
布
問
太
祖
、
…
（
中
略
）
…
布
縛
急
、
謂
劉
備
曰
、

「
玄
德
、卿
爲
坐
客
、我
爲
執
虜
、不
能
一
言
以
相
寬
乎
。」
太
祖
笑
曰
、「
何

不
相
語
。
而
訴
朙
使
君
乎
。」
意
欲
活
之
、
命
使
寬
縛
。
主
簿
王
必
趨
進

曰
、「
布
、
勍
虜
也
。
其
衆
近
在
外
、
不
可
寬
也
。」
太
祖
曰
、「
本
欲
少

緩
、
主
簿
復
不
聽
、
如
之
何
。」（
卷
七　

魏
書
七
「
呂
布
傳
」）

（
㊮
）布
見
操
曰
、「
今
日
已
徃
、
天
下
定
矣
。」
操
曰
、「
何
以
言
之
。」
布
曰
、「
朙

公
之
所
患
不
過
於
布
、
今
已
服
矣
。
若
令
布
將
騎
、
朙
公
將
步
、
天
下

②

④

⑤

⑥

③

①

⑤

③

④

②

⑥

⑤

①
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不
足
定
也
。」
顧
謂
劉
備
曰
、「
玄
德
、
卿
爲
坐
上
客
、
我
爲
降
虜
、
繩

縛
我
急
、
獨
不
可
一
言
邪
。」
操
笑
曰
、「
縛
虎
不
得
不
急
。」
乃
命
緩
布

縛
、
劉
備
曰
、「
不
可
。
朙
公
不
見
呂
布
事
丁
建
陽
・
董
太
師
乎
。」
操

頷
之
。
布
目
備
曰
、「
大
耳
兒
、
最
叵
信
。」（
卷
六
十
二　

漢
紀
五
十
四　

獻

帝
建
安
三
年
）

（
綱
）布
見
操
曰
、「
朙
公
之
所
患
不
過
於
布
、今
已
服
矣
。若
令
布
將
騎
、朙
公
將

步
、
天
下
不
足
定
也
。」
操
命
緩
布
縛
、
劉
備
曰
、「
不
可
。
朙
公
不
見

呂
布
事
丁
建
陽
・
董
太
師
乎
。」
操
頷
之
。（
卷
十
三
）

　

關
係
が
複
雜
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
左
の
よ
う
に
番
號
だ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
の
構

成
を
簡
略
に
示
し
て
比
較
し
て
み
る
。

（
葉
）　

①
②
③　
　

④　
　
　
　
　

⑤　
　

⑥

（
三
）　

①　

③
㊟　

④
㊟　

②
㊟　

⑤　
　

⑥

（
㊮
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
④
①
⑥

（
綱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　
　

⑥

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
構
成
の
面
か
ら
も
、
記
述
內
容
の
過
不
足
の
面
か
ら
も
、

『
演
義
』
は
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
み
て

と
れ
る
。
特
に
構
成
に
つ
い
て
は
、『
三
國
志
』
の
本
文
の
閒
に
裴
松
之
㊟
を
插

入
す
る
だ
け
で
、『
演
義
』
と
か
な
り
近
い
構
成
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
㊮

治
通
鑑
』
に
は
①
④
⑤
⑥
の
記
述
し
か
無
い
上
、
順
序
も
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、『
綱

目
』
に
至
っ
て
は
⑤
⑥
の
記
述
し
か
無
い
。
こ
の
呂
布
の
最
朞
の
場
面
は
、『
三

國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
を
利
用
し
て
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、『
演
義
』
④
⑥
文
中
に
網
掛
け
で
示
し
た
「
坐
上
客
」
と
「
大
耳
児
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、『
演
義
』は『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）で
は
な
く『
㊮

治
通
鑑
』に
一
致
し
て
い
る
。「
坐
上
客
」は『
三
國
志
』裴
松
之
㊟
で
は「
坐
客
」、

『
㊮
治
通
鑑
』
で
は
「
坐
上
客
」
と
な
っ
て
お
り
、『
演
義
』
と
『
㊮
治
通
鑑
』
が

一
致
す
る
。
呂
布
が
劉
備
を
罵
る
臺
詞
は
『
三
國
志
』
で
は
「
是
兒
最
叵
信
者
」、

『
㊮
治
通
鑑
』
で
は
「
大
耳
兒
、
最
叵
信
」
と
な
っ
て
お
り
、『
演
義
』
に
は
「
是

兒
最
叵
信
者
」（『
演
義
』
で
は
「
叵
」
が
「
無
」
に
な
っ
て
い
る
が
こ
こ
で
は
ほ
ぼ
同
義
）

と
い
う
語
も
「
大
耳
児
」
と
い
う
語
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
金
文
京
氏
も
言
及
し
て
お
ら
れ（

（
（

、『
演
義
』
の
文

は
主
に
『
三
國
志
』
を
採

り
つ
つ
、『
㊮
治
通
鑑
』
も
參
照
し
て
い
る
と
指

し
て
い
る
（
な
お
、
金
氏
も
指

す
る
よ
う
に
『
㊮
治
通
鑑
』
の
こ
の

分
の
記
述
は
『
後
漢
書
』
卷
一
百
五
「
呂
布
傳
」

の
記
述
に
據
っ
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
）。

　

さ
ら
に
、「
大
耳
児
」
に
つ
い
て
は
『
平
話
』
に
も
似
た
よ
う
な
語
が
見
え
る
。

（
平
）曹
操
言
、「
視
虎
者
不
言
危
。」
呂
布
覷
帳
上
曹
操
与
玄
徳
同
坐
。
呂
布

言
曰
、「
丞
相

免
呂
布
命
、
殺
身
可
報
。
今
聞
丞
相
能
使
步
軍
、
厶
能

使
馬
軍
、

若
馬
步
軍
相
逐
、
今
天
下
易
如
番
手
。」
曹
操
不
語
、
目
視

玄
徳
。
先
主
曰
、「
豈
不
聞
丁
建
陽
・
董
卓
乎
。」【
白
門
斬
呂
布
】
曹
操

言
、「
斬
、
斬
。」
呂
布
罵
、「
大
耳
賊
、
逼
吾
速
矣
。」（
卷
上
）

　
『
平
話
』
は
「
大
耳
賊
」、『
㊮
治
通
鑑
』
は
「
大
耳
兒
」
と
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
語
に
つ
い
て
は
や
は
り
『
演
義
』
は
『
㊮
治
通
鑑
』
を
採
用
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
が
、
全
體
の
描
寫
自
體
は
『
平
話
』
と
『
演
義
』
は
か
な
り
似
通
っ
て

い
る
。
先
に
言
及
し
た
侯
成
の
場
面
と
同

に
、
こ
の
場
面
で
も
『
演
義
』
の
作

者
が
『
平
話
』
を
參
照
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、こ
の
呂
布
の
最
朞
の
場
面
は
、『
平
話
』
を
下
地
と
し
て
、一

『
㊮
治
通
鑑
』

の
記
述
を
採
り
入
れ
つ
つ
、
主
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
を
利
用
す
る

①

④

⑥

⑤

⑥
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と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
具
體
例
か
ら
、『
演
義
』
に
は
『
平
話
』
の
名
殘
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、

主
に
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
の
記
述
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
「
呂
布
敗
走
下
邳
城
」「
白
門
樓
曹
操
斬
呂
布
」

の
二
段
全
體
に
わ
た
っ
て
も
言
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。〔
表
一
〕
に
『
演
義
』

の
本
文
と
歷
史
書
と
を
比
較
し
た
結
果
を
示
し
た
。
こ
の
表
は
、『
演
義
』
の
本

文
で
歷
史
書
を
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
全
て
拔
粹
し
、
そ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
ど
の
歷
史
書
に
存
在
す
る
か
を
○
で
示
し
、
さ
ら
に
、
文
面
が
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
場
合
に
は
網
掛
け
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
平
話
』
に
も
似
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
內
容
に
も
觸
れ
た
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う

に
、
や
は
り
こ
の
二
段
に
は
『
三
國
志
』
と
裴
松
之
㊟
の
文
面
が
多
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
段
に
つ
い
て
は
、『
平
話
』
を
土
臺
と
し
な
が
ら
、『
三
國
志
』（
裴

松
之
㊟
を
含
む
）
の
記
述
を

用
し
て
執
筆
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
と
ら
れ
た

こ
と
は
閒
違
い
あ
る
ま
い
。

二

　

さ
て
、
呂
布
の
最
朞
の
二
段
で
は
、
歷
史
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
ほ
ぼ
全
て
が
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
に
據
っ
て
い
た
が
、『
演
義
』
に

は
他
に
も
『
綱
目
』
と
い
う
歷
史
書
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
上
田
望
氏
の

硏
究
に
よ
っ
て
朙
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
比
較
的
『
綱
目
』

が
多
用
さ
れ
て
い
る
「
劉
先
主
興
兵
伐
吳
」
～
「
八
陣
圖
石
伏
陸
遜
」（
葉
逢
春

本
第
七
卷
第
十
八
段
～
二
十
四
段
）
の
七
段
を
と
り
あ
げ
て
、『
綱
目
』
が
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
見
て
い
く
。
劉
備
が
關
羽
の
仇
討
ち
の
た
め

に
大
軍
を
興
し
て
吳
に
攻
め
入
り
、
吳
の
陸
遜
に
敗
北
を
喫
す
る
ま
で
を
描
い
た

く
だ
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
に
擧
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
孫

と
諸
葛
瑾
の
絆

〔表一〕葉逢春本第二卷第十三段「呂布敗走下 城」・第十四段「白門樓曹操斬呂布」と歷 書との比 結果

該當箇所 內容
三國志

通鑑 綱目 平話 三國志該當箇所
本文 ㊟

呂布敗走下邳城
51a l.7「却說」〜「迯難」 劉備が一人小沛を迯れる ○ ○ ○

卷 32蜀書 先主傳
51b l.2「玄德」〜 l.3「兵也」 劉備が曹操に身を投じる ○ ○ ○
51b l.8「布與」〜 l.9「 州」 藏霸たちが呂布に付く ○ ○

① 53b l.10「陳宮」〜 l.12「水者」 呂布が陳宮に策を求める ○ ○ ○

卷 7魏書 呂布傳

② 54a l.5「布曰」〜 l.7「全也」 陳宮が呂布に怒る ○
白門樓曹操斬呂布

③ 54a l.4「宮曰」〜 l.7「而破」 陳宮が策を獻じる ○ ○ ○ 策の內容は演義と同じ
④ 54b l.2「昔操」〜 l.5「不出」 呂布の妻が引き止める（1） ○ ○ ○ 演義で妻が話す臺詞は、

平話では貂蟬が話す臺詞
と似ている

⑤ 54b l.8「將軍」〜「其糧」 呂布自ら糧衟を斷とうとする ○ ○
⑥ 54b l.10「將軍」〜 l.16「不決」 呂布の妻が引き止める（2） ○ ○ ○
⑦ 55b l.1「術曰」〜 l.5「破也」 呂布が袁術に助けを求める ○ ○
⑧ 56a l.7「次日」〜 l.8「晝戟」 呂布が娘を背負って城を出る ○ ○
56b l.1「却說」〜 l.4「去了」 張楊が 下楊醜に殺される ○ ○ ○ 卷 8魏書 張楊傳

56b l.7「荀攸」〜 l.10「拔也」 兵を退こうとする曹操を荀攸
が止める ○ ○ ○ 卷 10魏書 荀攸傳

⑨ 56b l.16「侯成」〜 57a l.7「斬之」侯成が酒を飮もうとして呂布に打たれる ○ ○ 酒は關係ないが打たれる

卷 7魏書 呂布傳

⑩ 57a l.9「時宋」〜 l.15「計策」 侯成と宋憲・魏續が謀反を計
畫する ○ ○ 侯成一人が謀反

⑪ 58a l.4「布 」〜 l.10「默然」 呂布が曹操の歬に縛り上げら
れる ○ ○ ○ ○ 演義と似ている

⑫ 58a l.13「操曰」〜 58b l.5「回顧」曹操が陳宮を斬る ○ ○ ○ ○ 演義と似ている

⑬ 59a l.3「後曹」〜「甚厚」 曹操が陳宮の母妻娘を手厚く
待遇する ○ ○ ○ ○

⑭ 59a l.4「操送」〜 l.10「縊死」 呂布を殺す ○ ○ ○ ○ 演義と似ている
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演
義
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察
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の
深
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、『
演
義
』の
文
面
は『
綱
目
』に
據
っ
て
い
る（「
吳

大
夫
趙
咨
說
曹
丕
」）。

（
葉
）
曰
、「
子
瑜
決
不
負
孤
。
彼
與
孤
㊒
生
死
之
交
、
不
易
之
誓
。
子
瑜
之

不
負
孤
、
猶
孤
之
不
負
子
瑜
也
。
昔
者
子
瑜
在
柴
桑
時
、
孔
朙
至
吳
、

孤
與
子
瑜
曰
、『
卿
與
孔
朙
同
產
、
何
不
留
之
。』
子
瑜
言
、『
亮
已
委
質

於
人
、
義
無
二
心
。
弟
之
不
留
、
猶
瑾
之
不
徃
也
。』
孤
審
子
瑜
徃
日
之

說
、
其
言
貫
通
肺
腑
、
以
此
論
之
、
子
瑜
今
日
焉
得
負
孤
降
蜀
乎
。
此

惟
孤
知
其
心
、
非
外
人
可
知
也
。」

（
三
）時
或
言
瑾
別
遣
親
人
與
備
相
聞
、

曰
、「
孤
與
子
瑜
㊒
死
生
不
易
之
誓
、

子
瑜
之
不
負
孤
、
猶
孤
之
不
負
子
瑜
也
。」

（
㊟
）『
江
表
傳
』
曰
、
瑾
之
在
南
郡
、
人
㊒
密
讒
瑾
者
。
…
（
中
略
）
…

報

曰
、「
子
瑜
與
孤
從
事
積
年
、
恩
如
骨
肉
、
深
相
朙
究
、
其
爲
人
非
衟
不

行
、
非
義
不
言
。
玄
德
昔
遣
孔
朙
至
吳
、
孤
嘗
語
子
瑜
曰
、『
卿
與
孔
朙

同
產
、
且
弟
隨
兄
、
於
義
爲
順
、
何
以
不
留
孔
朙
。
孔
朙
若
留
從
卿
者
、

孤
當
以
書
解
玄
德
、意
自
隨
人
耳
。』
子
瑜
答
孤
言
、『
弟
亮
以
失
身
於
人
、

委
質
定
分
、義
無
二
心
。
弟
之
不
留
、猶
瑾
之
不
徃
也
。』其
言
足
貫
神
朙
。

今
豈
當
㊒
此
乎
。
孤
歬
得
妄
語
文
疏
、

封
示
子
瑜
、
并
手
筆
與
子
瑜
、

得
其
報
、
論
天
下
君
臣
大
節
一
定
之
分
。
孤
與
子
瑜
、
可
謂
神
交
、

非
外
言
所
閒
也
。
…
」（
卷
五
十
二　

吳
書
七
「
諸
葛
瑾
傳
」）

（
㊮
）時
或
言
瑾
別
遣
親
人
與
漢
主
相
聞
者
、

曰
、「
孤
與
子
瑜
㊒
死
生
不
易

之
誓
、
子
瑜
之
不
負
孤
、
猶
孤
之
不
負
子
瑜
也
。」
…
（
中
略
）
…

報

曰
、「
子
瑜
與
孤
從
事
積
年
、
恩
如
骨
肉
、
深
相
朙
究
、
其
爲
人
非
衟
不

行
、
非
義
不
言
。
玄
德
昔
遣
孔
朙
至
吳
、
孤
嘗
語
子
瑜
曰
、『
卿
與
孔
朙

同
產
、
且
弟
隨
兄
、
於
義
爲
順
、
何
以
不
留
孔
朙
。
孔
朙
若
留
從
卿
者
、

孤
當
以
書
解
玄
德
、意
自
隨
人
耳
。』
子
瑜
答
孤
言
、『
弟
亮
已
失
身
於
人
、

委
質
定
分
、義
無
二
心
。
弟
之
不
留
、猶
瑾
之
不
徃
也
。』其
言
足
貫
神
朙
。

今
豈
當
㊒
此
乎
。
歬
得
妄
語
文
疏
、

封
示
子
瑜
、
并
手
筆
與
之
。
孤

與
子
瑜
、
可
謂
神
交
、
非
外
言
所
閒
。
…
」（
卷
六
十
九　

魏
紀
一　

文
帝
黃

初
二
年
）

（
綱
）時
吳
人
或
言
瑾
別
遣
親
人
與
漢
相
聞
者
、

曰
、「
孤
與
子
瑜
㊒
死
生
不

易
之
誓
、子
瑜
之
不
負
孤
、猶
孤
之
不
負
子
瑜
也
。」…（
中
略
）…

報
曰
、

「
玄
德
昔
遣
孔
朙
至
吳
、孤
嘗
語
子
瑜
曰
、『
卿
與
孔
朙
同
產
、何
不
留
之
。』

子
瑜
言
、『
亮
已
委
質
於
人
、義
無
二
心
。
弟
之
不
留
、猶
瑾
之
不
徃
也
。』

其
言
足
貫
神
朙
。今
豈
當
㊒
此
乎
。孤
與
子
瑜
、可
謂
神
交
、非
外
言
所
閒
。

…
」（
卷
十
四
）

　
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
と
『
㊮
治
通
鑑
』
の
網
掛
け

分
は
『
綱
目
』
で
省
略

さ
れ
て
お
り
、
同
じ

分
が
『
演
義
』
に
も
無
い
。
ま
た
、
波
線

は
『
三
國
志
』

裴
松
之
㊟
と
『
㊮
治
通
鑑
』
は
「
何
以
不
留
孔
朙
」、『
演
義
』
と
『
綱
目
』
は
「
何

不
留
之
」
と
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
。
二
重

線

も
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟

と
『
㊮
治
通
鑑
』
で
は
「
弟
亮
以
失
身
於
人
、委
質
定
分
」（『
㊮
治
通
鑑
』
は
「
以
」

が
「
已
」
に
な
っ
て
い
る
）、『
演
義
』
と
『
綱
目
』
で
は
「
亮
已
委
質
於
人
」
と
そ

れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
演
義
』
と
『
綱
目
』
は
文
面
が
悉
く

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
何
故
『
三

國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
で
は
な
く
、
あ
え
て
『
綱
目
』
が
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
〇
八

〔表二〕葉逢春本第七卷第十八段「劉先主興兵伐吳」〜第二十四段「八陣圖石伏陸遜」と歷 書の比 結果

副題 該當箇所 內容
三國志

通鑑 綱目 三國志該當箇所
本文 ㊟

劉先主興兵伐吳 66a l.12「陳震」〜 67a l.6「信之」李意が劉備の伐吳の吉凶を占う ○
卷 32蜀書 先主傳

吳大夫趙咨說曹丕 68b l.6「先主」〜 l.7「朕也」 劉備が關羽を失ったことの怒りを
吐く ○

※ 68b l.7「瑾曰」〜 l.14「思之」 諸葛瑾が兵を収めるよう劉備を說
得する ○ ○ ○

卷 52吳書 諸葛瑾傳
69a l.3「 曰」〜 l.9「知也」 孫 は諸葛瑾は自分を裏切らない

と斷言する ○ ○ ○ ○

69b l.4「魏主」〜 70a l.1「勝敗」曹丕が吳の使者趙咨に孫 の人柄
を尋ねる ○ ○ ○ ○ 卷 47吳書 吳主傳

70a l.3「如是」〜 l.4「九錫」 曹丕が孫 を吳王に封じる ○ ○ ○ 卷 2魏書 文帝紀
70a l.4「劉曄」〜 l.8「察之」 劉曄が曹丕に諫言する ○ ○ ○

卷 14魏書 劉曄傳
70a l.8「魏主」〜 l.10「用之」 曹丕が劉曄の意見を否定する ○ ○
70a l.10「劉曄」〜 70b l.3「大悔」さらに劉曄が曹丕に諫言する ○ ○ ○
70b l.3「魏主」〜 l.5「多言」 また曹丕が劉曄の意見を否定する ○ ○

70b l.9「顧雍」〜 l.11「損也」 孫 が劉邦の故事を引き合いにし
て魏からの封命を受ける ○ ○ ○ 卷 47吳書 吳主傳

70b l.11「乃率」〜「迎 」 孫 自ら魏の使者邢貞を迎える ○ ○ ○ 卷 55吳書 徐盛傳

70b l.12「不下」〜 l.14「下車」 邢貞の無禮な振る舞いに張昭が怒
る ○ ○ ○ 卷 52吳書 張昭傳

70b l.15「一人」〜 71a l.3「者也」徐盛が自己の無力を歎く ○ ○ ○ 卷 55吳書 徐盛傳
71a l.3「 受」〜 l.6「喚之」 孫 が曹丕に珍物を獻上する ○ ○ ○ 卷 47吳書 吳主傳

※ 關興斬將救張苞 71b l.3「「吳人」〜 l.6「五歳」 吳將孫桓の人となり ○ ○ 卷 51吳書 宗室傳
※ 71b l.10「乃朱」〜 l.11「義封」 吳將朱然の人となり ○ 卷 56吳書 朱然傳

72a l.15「歬隊」〜 73a l.13「戰馬」蜀將吳班らの軍が吳將李 らの軍
を破る ○ ○ ○ 卷 32蜀書 先主傳

74b l.1「却說」〜 l.2「餘所」 劉備が巫峽から夷陵まで七百里に
連營する ○ ○ ○ 卷 58吳書 陸遜傳

劉先主 亭大戰 76a l.3「是時」〜 l.4「 亭」 二⺼、劉備が 亭を取る ○ 卷 32蜀書 先主傳
陸遜定討破蜀兵 79b l.13「遜乃」〜 l.15「將軍」 陸遜の人となり ○ ○

卷 58吳書 陸遜傳

80a l.10「吳王」〜 l.11「假節」 孫 が陸遜を大都督に命じる ○ ○ ○

80b l.3「周泰」〜 l.7「出矣」 諸將は孫桓への援軍を勸めるが陸
遜は無視する ○ ○

80b l.11「諸將」〜 81a l.5「死戰」旧將韓當らは若い陸遜に從わない ○ ○ ○

81a l.5「陸遜」〜 l.12「多言」 陸遜は「從わぬ者は處分する」と
戒める ○ ○ ○

81b l.5「先主」〜「關隘」 劉備自ら軍を率いて吳軍に挑む ○ ○ ○ 卷 32蜀書 先主傳

81b l.9「韓當」〜 l.16「不伏」
韓當は劉備を討ちに出擊しようと
するが、陸遜は妄りに動くことを
禁じる

○ ○ ○

卷 58吳書 陸遜傳劉先主夜走白帝城 82b l.13「陸遜」〜 83a l.14「破之」吳班が吳軍に挑むが陸遜は伏兵を見破る ○ ○ ○

83a l.14「諸將」〜 83b l.2「破也」「劉備を攻める時朞を誤った」と諸將が陸遜を責める ○ ○ ○

83b l.5「陸遜」〜 l.13「百拜」 陸遜から孫 への手紙の內容 ○ ○ ○

84a l.1「黃 」〜 l.6「諸軍」 黃 が劉備に對して歬線に出ない
よう諫める ○ ○ ○ 卷 43蜀書 黃 傳

84a l.10「魏主」〜 l.3「東吳」 曹丕は曹仁・曹眞・曹休を吳に進
擊させる ○ ○ ○ 卷 2魏書 文帝紀

85a l.13「却說」〜 85b l.5「請罪」陸遜が蜀營へ攻擊を試みるが敗れる ○ ○ ○

卷 58吳書 陸遜傳

85b l.5「遜曰」〜 l.7「破之」
陸遜が蜀を破る法を思いつく。諸
將は兵の無駄死にを避けるよう願
い出る

○ ○ ○

85b l.11「每人」〜 86a l.13「白日」陸遜が火攻めで劉備の陣營を破る ○ ○ ○
86a l.14「馮習」〜 l.15「射死」 馮習は吳軍に殺される ○ ○

86b l.3「歬到」〜 l.6「而下」 劉備は馬鞍山に迯げ陸遜の軍に圍
まれる ○ ○ ○

86b l.13「先生」〜 l.14「後軍」 劉備は 下に鎧を燃やさせ後路を
斷つ ○ ○

八陣圖石伏陸遜 87a l.6「此時」〜 l.9「帝城」 趙雲が助けに來て、劉備を白帝城
へ 送する ○ 卷 36蜀書 趙雲傳

87b l.2「時傳」〜 l.5「之中」 蜀軍の將傳肜の死に際 ○ ○ ○ 卷 45蜀書 傳肜傳
87b l.8「祭酒」〜 l.11「而亡」 蜀軍の將程畿の死に際 ○ ○ ○ 卷 45蜀書 程畿傳

87b l.14「時張」〜 88a l.4「降吳」
張南・馮習・摩沙柯（沙摩柯）は
吳軍に敗れ、杜路・劉寧らは吳に
投降する

○ ○
卷 58吳書 陸遜傳
（張南馮習は卷 32蜀
書先主傳にもあり）



『
三
國
志
演
義
』
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
關
わ
る
考
察

二
〇
九

か
。『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
の
方
が
詳
し
い
記
述
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ち

ら
を
利
用
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題
、
つ
ま
り
そ
れ

ぞ
れ
の
歷
史
書
が
ど
の
よ
う
な
意
圖
で
使
い
分
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
關

し
て
は
、
從
來
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
演
義
』
の

執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
於
け
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
單
に
ど
の
歷
史
書
が
『
演
義
』

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
點
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
考
察
を
深
め
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
二
重

線

の
「
亮
已
委
質
於
人
」
に
關
し
て
は
、『
三
國
志
』
裴

松
之
㊟
と
『
㊮
治
通
鑑
』
が
「
失
身
於
人
、
委
質
定
分
」
と
し
て
い
る
の
を
『
綱

目
』
が
「
委
質
於
人
」
に
書
き
改
め
て
い
る
の
は
、
蜀
を
正

と
す
る
立
場
か
ら

で
あ
り
（
諸
葛
亮
や
劉
備
の
評
價
に
不
利
益
と
な
る
表
現
を
改
め
て
い
る
）、
一
見
、『
演

義
』
も
同
じ
理
由
か
ら
『
綱
目
』
の
「
委
質
於
人
」
を
採
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
歬
後
の
そ
の
他
の

同
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
說
朙
は
で
き
な
い

の
で
、
や
は
り
正

の
意

と
は
關
係
な
く
、
別
の
理
由
が
存
在
す
る
筈
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
と
同
じ
要
領
で
作
成
し
た
〔
表
二
〕
を
參
照
さ
れ
た
い
。
ま
ず
、

文
面
の
一
致
を
示
す
網
掛
け
が
か
な
り
分
散
し
て
お
り
、『
三
國
志
』
及
び
裴
松

之
㊟
に
據
っ
て
い
る

分
と
『
綱
目
』
に
據
っ
て
い
る

分
が
入
り
混
じ
っ
て
い

る
こ
と
に
㊟
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
分
析
す
る
と
、『
綱
目
』
に
據
っ
て
い
る
の
は

諸
葛
瑾
・
孫

・
張
昭
・
曹
丕
・
劉
曄
と
い
っ
た
こ
の
段
の
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

的
な
人
物
に
關
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、一
方
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）

に
據
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
段
の
主
要
人
物
で
あ
る
陸
遜
に
關
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。陸
遜
に
關
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は『
㊮

治
通
鑑
』
と
も
一
致
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、『
演
義
』
全
體
に
わ
た
っ
て
『
㊮

治
通
鑑
』
の
影
响
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
、
ま
た
『
㊮
治
通
鑑
』
の
よ
う
な
詳
細

な
編
年
體
の
文

か
ら
陸
遜
に
關
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
を
漏
ら
さ
ず
拔
粹
し
て

『
演
義
』
に
採
り
入
れ
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
や
は
り
『
三

國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
の
方
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
こ
の
段

に
限
ら
ず
、「
一
」
で
と
り
あ
げ
た
呂
布
の
最
朞
の
段
に
於
い
て
も
、
歬
揭
の
〔
表

一
〕
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
主
要
人
物
で
あ
る
呂
布
に
關
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
表

中
①
～
⑭
）
は
ほ
ぼ
全
て
が
『
三
國
志
』「
呂
布
傳
」
の
本
文
及
び
裴
松
之
㊟
の
文

面
に
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
狀
況
か
ら
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
演
義
』
の
原
作
者
は
『
三
國
志
』

（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱
目
』
を
見
比
べ
な
が
ら
、
主
要
人
物
に
つ
い
て
は
『
三

國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
『
綱
目
』
の
記

述
を
採
用
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、『
平
話
』
を
目
の
歬
に
廣
げ
、

さ
ら
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱
目
』
を
見
比
べ
、
そ
れ
ら
の
記

述
を
複
雜
に
組
み
合
わ
せ
て
『
演
義
』
の
よ
う
な
大

の
小
說
を
執
筆
す
る
と
い

う
作
業
は
大
變
困
難
な
も
の
と
豫
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
作
業
が
白
話
小
說

の
黎
朙
朞
、
講
史
小
說
執
筆
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
無
か
っ
た
時
代
に
一
人
の
人
閒
の
手

に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
か
、
疑
問
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

　

む
し
ろ
、
主
要
人
物
は
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
『
綱
目
』
に
據
る
と
い
う
傾
向
が
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
出
て
い
る
以
上
、

『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱
目
』
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
段
階
で
、
別
の

人
閒
に
よ
っ
て
、
別
の
用
途
で
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
場
合
、
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
二
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る

の
は
、ま
ず
『
平
話
』
を
土
臺
と
し
て
、主
要
人
物
に
關
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
『
三

國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
に
據
っ
て
肉
付
け
し
た
最
初
の『
演
義
』が
執
筆
さ
れ
、

後
の
段
階
で
何
者
か
が
そ
れ
を
『
綱
目
』
と
照
合
し
、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
關

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
增
補
し
た
と
い
う
執
筆
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
逆
に
『
綱
目
』

が
先
に
利
用
さ
れ
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
が
後
に
利
用
さ
れ
た
と
考

え
る
な
ら
ば
、
第
二
の
可
能
性
と
し
て
、
ま
ず
『
平
話
』
と
『
綱
目
』
を
使
っ
て
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全
體
の
構
成
が
整
っ
た
『
演
義
』
が
執
筆
さ
れ
、
後
の
段
階
で
主
要
人
物
に
關
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
に
據
っ
て
詳
し
く
書
き
換
え

ら
れ
た
と
い
う
執
筆
プ
ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱
目
』
は
ど
ち
ら
が
先
に
利
用
さ

れ
た
の
か
。
確
か
に
、
歷
史
を
時
閒
軸
に
沿
っ
て
追
っ
た
小
說
を
書
こ
う
と
す
る

な
ら
、
ま
ず
『
綱
目
』
の
よ
う
な
編
年
體
の
歷
史
書
が
必
須
と
さ
れ
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
實
際
、朙
代
の
通
俗
歷
史
小
說
は
『
綱
目
』
と
『
節
要
』（
こ
れ
も
『
㊮

治
通
鑑
』
の
節
本
で
、
諸
家
の
㊟
を
多
く
付
し
た
も
の
）
を
融
合
さ
せ
た
『
綱
鑑（

（
（

』
の

影
响
を
受
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、『
平
話
』

が
既
に
あ
る
程
度
史
實
の
時
閒
軸
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
で
肉
付
け
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
歷
史
の
時

閒
軸
に
沿
っ
た
小
說
が
完
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、『
綱
目
』
の
よ
う
な
編
年
體
の

歷
史
書
が
必
要
不
可
欠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
「
一
」
で
見
た
呂
布
の
最

朞
の
二
段
な
ど
は
、『
平
話
』
に
『
三
國
志
』「
呂
布
傳
」
及
び
裴
松
之
㊟
で
肉
付

け
し
て
、
い
く
ら
か
の
創
作
を
交
え
て
書
か
れ
て
お
り
、
記
述
內
容
の
點
か
ら
も

構
成
の
點
か
ら
も
、『
綱
目
』
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
關
羽
の
弔
い
合
戰
の
く
だ
り
に
つ
い
て
も
、『
平
話
』
は
陸
遜
と
呂
蒙

の
二
人
で
劉
備
を
擊
退
す
る
と
い
う
『
演
義
』
と
は
か
な
り

な
っ
た
展
開
と
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
『
平
話
』
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
で

肉
付
け
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は

分
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、『
綱

目
』
に
據
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
何
ら
影
响
を
與
え
な
い
、
極

端
に
言
え
ば
、
無
く
て
も
成
立
す
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
ら
は
小
說
に
興
を
𣷹
え
る
た
め
に
後
の
段
階
で
增
補
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
。
と
す
る
と
、
第
一
に
擧
げ
た
執
筆
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
、
ま
ず
『
平
話
』

を
土
臺
と
し
て『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）に
據
っ
て
肉
付
け
し
た
最
初
の『
演

義
』
が
執
筆
さ
れ
、
後
の
段
階
で
『
綱
目
』
に
據
っ
て
增
補
さ
れ
た
と
い
う
執
筆

プ
ロ
セ
ス
が
最
も
㊜
合
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

無
論
、
現
段
階
で
は
ど
ち
ら
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
が
と
ら
れ
た
の
か
朙
確
に
斷
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、『
演
義
』
は
段
階
的
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
論
證
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

絲
口
と
は
な
り
得
る
筈
で
あ
る
。

三

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、『
演
義
』
の
作
者
は

ゼ
ロ
か
ら
こ
の
小
說
を
執
筆
し
た
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
『
平
話
』
を
下
地

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
演
義
』
に
は
『
平
話
』
に
存
在
し
な
い
く
だ
り
も
多
々

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

吳
の
孫
策
の
活
躍
を
描
い
た
「
孫
策
大
戰
太
史
慈
」「
孫
策
大
破
嚴
白
虎
」（
葉
逢

春
本
第
二
卷
第
五
段
・
六
段
）
の
二
段
は
、
孫
策
が
劉
繇
・
笮
融
・
薛
禮
・
嚴
白
虎

と
い
っ
た
周
辺
勢
力
を
次
々
と
破
り
、
名
だ
た
る
名
士
・
名
將
を
從
え
、
江
東
の

若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
臺
頭
す
る
過
程
を
描
い
た
く
だ
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
話
は
『
平
話
』
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
平
話
』
に
は
孫
策
の

名
さ
え
出
て
來
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、『
平
話
』
は
『
演
義
』
執
筆
の
參

考
に
は
な
り
得
ず
、『
平
話
』
を
下
地
と
し
て
歷
史
書
で
肉
付
け
す
る
と
い
う
執

筆
プ
ロ
セ
ス
は
成
り
立
た
な
い
。
で
は
、
こ
の
段
は
ど
の
よ
う
な
手
法
で
執
筆
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
こ
の
段
の
中
核
を
爲
す

分
、
つ
ま
り
最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
の

は
、
副
題
に
も
な
っ
て
い
る
通
り
、
孫
策
が
太
史
慈
と
出
會
い
主
從
關
係
を
結
ぶ

分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
者
に
よ
る
創
作
な
ど
で
は
な
く
、
歷
史
書
に
由
來
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。〔
表
三
〕
に
こ
れ
ま
で
と
同
じ
要
領
で
『
演
義
』
と
歷



『
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國
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筆
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考
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二
一
一

史
書
を
比
較
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
が
、
孫
策
と
太
史
慈
の
物
語
に
關
わ
る
記

述
、
表
中
①
②
③
④
は
、
全
て
が
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
に
見
え
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
り
、
文
面
も
高
い
確
率
で
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
④
は
孫
策
が
太

史
慈
を
捕
ら
え
た
場
面
で
あ
る
が
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は『
㊮
治
通
鑑
』と『
綱
目
』

に
は
存
在
せ
ず
、『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
に
の
み
存
在
す
る
。
以
下
に
網
掛

け
で
示
し
た
よ
う
に
、
文
面
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
上
、
そ
れ
以
外
の

分
も
、

言
い
回
し
が
や
や

な
っ
て
い
る
だ
け
で
內
容
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

（
葉
）策
把
慈
手
曰
、「
寧

神
亭
時
乎
。
若
公
是
時
獲
我
、
還
相
害
否
。」
慈

荅
曰
、「
未
可
量
也
。」
英
雄
之
意（

（
（

。
策
大
笑
曰
、「
今
日
之
事
、
當
與
公

共
之
。」
請
入
寨
中
、
邀
之
上
坐
、
待
以
酒
⻝
。
策
曰
、「
今
日
既
與
相

、

　
　

勿
憂
不
如
意
也
。
願
教
進
取
之
策
。」
慈
曰
、「
敗
軍
之
将
、
不
可
與
論
。」

策
曰
、「
韓
信
昔
日
求
謀
於
廣
武
。
策
今
決
疑
於
仁
者
、
公
何
辞
焉
。」

慈
曰
、「
州
軍
新
破
、
士
卒
離
心
。
若
倘
分
散
、
難
以
再
聚
。
欲
自
徃
収

拾
、
以
歸
朙
公
、
恐
不
合
尊
意
。」
策
長
跪
於
地
曰
、「
誠
本
心
所
望
也
。

朙
日
日
午
、
望
来
還
。」
慈
應
諾
、
不
辞
出
寨
而
去
。
諸
将
皆
曰
、「
太

史
慈
此
去
、
必
不
来
矣
。」
策
曰
、「
子
義
乃
襄
中
名
士
、
信
義
為
重
。

必
不
肯
負
義
也
。」
衆
皆
未
信
。
次
日
、
立
竿
看
日
影
、
却
好
正
中
、
慈

引
一
千
餘
人
到
寨
。
衆
皆
伏
之
。

（
三
）策

解
縛
、
捉
其
手
曰
、「
寧

神
亭
時
邪
。
若
卿
爾
時
得
我
、
云
何
。」

慈
曰
、「
未
可
量
也
。」
策
大
笑
曰
、「
今
日
之
事
、
當
與
卿
共
之
。」

（
㊟
）○
『
吳
歷
』
云
、
…
（
中
略
）
…
策
素
聞
其
名
、

解
縛
請
見
、
咨
問
進

取
之
術
。
慈
答
曰
、「
敗
軍
之
將
、
不
足
與
論
事
。」
策
曰
、「
昔
韓
信
定

計
於
廣
武
。
今
策
決
疑
於
仁
者
、
君
何
辭
焉
。」
慈
曰
、「
州
軍
新
破
、

〔表三〕葉逢春本第二卷第五段「孫策大戰太 」・第六段「孫策大破嚴白虎」と歷 書との比 結果

副題 該當箇所 內容
三國志

通鑑 綱目 三國志該當箇所
本文 ㊟

孫策大戰太史慈 17b l.10「玄德」〜18a l.15「和好」劉備が廣陵へ迯げるが袁術軍に負け、呂布が劉備を招く ○ ○ ○ ○ 卷 32蜀書 先主傳

18b l.1「元來」〜 l.5「視術」 孫策が父を亡くして以後、袁術との關係 ○ ○ ○
卷 46吳書 孫策傳18b l.5「術視」〜 l.6「而回」 孫策が陸康を破って袁術の元に歸る ○ ○ ○

18b l.6「當日」〜 l.7「轉悶」 袁術が孫策の官位を上げない ○ ○ ○
18b l.9「忽見」〜 l.14「志也」 朱治が孫策に江東を取ることを勸める ○ ○ ○ 卷 56吳書 朱治傳
19a l.4「次日」〜 l.12「便行」 孫策が袁術に兵をかして欲しいと賴む ○ ○ ○ ○ 卷 46吳書 孫策傳
19a l.13「歬至」〜 19b l.6「濟矣」孫策が歷陽で周瑜と再會する ○ ○ ○ 卷 54吳書 周瑜傳
19a l.15「劉繇」〜 20a l.1「之弟」劉繇の人となり ○ 卷 49吳書 劉繇傳

① 20a l.5「帳下」〜 l.9「而退」 太史慈が先鋒を願い出るが却下される ○ ○ 卷 49 吳書 太史慈
傳

20b l.4「盡得」〜 l.5「軍器」 孫策が牛渚を攻め、戰利を上げる ○ ○ 卷 46吳書 孫策傳
② 20b l.7「孫策」〜 22a l.3「歸寨」孫策の十三騎と太史慈が神亭ではち合う ○ ○ ○ 卷 49 吳書 太史慈

傳③ 孫策大破嚴白虎 22b l.3「太史」〜「去了」 太史慈は涇縣へ迯れる ○
22b l.6「當先」〜 l.7「不下」 孫策が秣陵城の薛禮を攻める ○

卷 46吳書 孫策傳22b l.8「劉繇」〜 l.15「王也」 牛渚を った干糜・樊能を孫策が破る ○

23a l.2「孫策」〜 l.12「伏業」 孫策が れ矢で死んだふりをして秣陵の
薛禮を破る ○

④ 23a l.12「進涇」〜 24a l.3「伏之」太史慈が孫策に降伏する ○ ○ 卷 49 吳書 太史慈
傳

24a l.4「江東」〜 l.11「曲河」 孫策が江東の民を平定する ○ ○ ○

卷 46吳書 孫策傳24a l.11「策領」〜 l.13「守關」 嚴白虎と鄒太守（鄒他）・王晟が連携す
る ○

24b l.11「次日」〜 25a l.3「餘杭」嚴白虎の弟嚴興（嚴輿）が殺される ○
25a l.6「一人」〜 l.9「而歸」 虞飜が王朗に嚴白虎を討つよう勸める ○ ○ ○ 卷 57吳書 虞飜傳
25b l.1「孫 」〜 l.5「傷了」 宣城で孫 が賊に攻められ、周泰が守る ○ 卷 55吳書 周泰傳
25b l.8「策先」〜 l.9「功曹」 孫策が虞飜を功曹に命じる ○ ○ ○

卷 57吳書 虞飜傳
25a l.12「策曰」〜 l.13「共之」 孫策が虞飜に言う臺詞 ○
25b l.12「問之」〜 l.13「元化」 華佗の人となり ○ 卷 29魏書 方技傳



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
一
二

と
は
考
え
に
く
い
。
呂
布
の
最
朞
や
關
羽
の
弔
い
合
戰
の
段
の
よ
う
に
、『
平
話
』

に
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
で
肉
付
け
す
れ
ば
あ
る
程
度
歷
史
の
時
閒
軸
に
沿

っ
た
物
語
と
な
る
場
合
と
は
違
い
、『
平
話
』
の
よ
う
な
下
地
と
な
る
物
語
が
存

在
し
な
い
以
上
、
史
實
の
時
閒
軸
に
沿
っ
た
物
語
を
書
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、『
綱

目
』の
よ
う
な
編
年
體
の
歷
史
書
が
必
須
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

作
者
は
こ
の
段
を
執
筆
す
る
際
、
ま
ず
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
か
ら
着

想
を
得
て
、『
綱
目
』の
よ
う
な
編
年
體
の
歷
史
書
を
參
照
し
て
時
閒
軸
を
構
成
し
、

さ
ら
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
に
據
っ
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
む
と

い
う
作
業
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。『
綱
目
』
と
『
三
國
志
』
及
び

裴
松
之
㊟
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
小
說
を
執
筆
す
る
と
い
う
複
雜
な
作
業
は
、『
演

義
』
と
い
う
大

の
小
說
全
體
を
執
筆
す
る
上
で
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
段
の
よ
う
に

分
的
に
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
孫
策
の
物
語
は
『
演
義
』
の
中
で
い
わ
ば
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ

ー
的
な
性
格
を
㊒
し
て
い
る
。
劉
備
の
活
躍
を
描
い
た
物
語
と
は
全
く
別
の
と
こ

ろ
で
、
本
筋
に
何
ら
影
响
を
與
え
る
こ
と
な
く
、
平
行
し
て
進
行
す
る
物
語
な
の

士
卒
離
心
。
若
儻
分
散
、
難
復
合
聚
。
欲
出
宣
恩
安
集
、
恐
不
合
尊
意
。」

策
長
跪
答
曰
、「
誠
本
心
所
望
也
。
朙
日
中
、
望
君
來
還
。」
諸
將
皆
疑
。

策
曰
、「
太
史
子
義
靑
州
名
士
、
以
信
義
爲
先
、
終
不
欺
策
。」
朙
日
、

大
請
諸
將
、
豫
設
酒
⻝
、
立
竿
視
影
。
日
中
而
慈
至
、
策
大
悅
、
常
與

參
論
諸
軍
事
。（
卷
四
十
九　

吳
書
四
「
太
史
慈
傳
」）

　

こ
の
二
段
の
中
核
を
成
す
孫
策
と
太
史
慈
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
『
三
國
志
』（
裴

松
之
㊟
を
含
む
）
に
し
か
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
は
こ
の
段
を
執
筆
す
る
に

あ
た
り
、
ま
ず
初
め
に
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
の
孫
策
と
太
史
慈
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
讀
み
、
物
語
の
着
想
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
表
中

②
は
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
だ
け
で
な
く
『
㊮
治
通
鑑
』
と
も
文
面
が
一
致
し
て

い
る
が
、
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
演
義
』
に
は
『
㊮
治
通
鑑
』
の

影
响
は
ほ
ぼ
無
い
と
見
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
『
三
國
志
』
裴
松
之
㊟
の
方
に
據

っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
綱
目
』
に
至
っ
て
は
文
面
の
一
致
不
一
致
と

い
う
問
題
以
歬
に
、
記
述
が
あ
る
の
が
②
の
み
で
あ
り
、
對
象
と
な
り
得
な
い
。

　

こ
の
二
段
全
體
に
於
い
て
も
、『
綱
目
』
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
體
が
存
在
し
な

い
場
合
が
多
く
、
文
面
が
一
致
し
て
い
る
と
斷
定
し
得
る
の
は
わ
ず
か
二
例
の
み

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
見
過
ご
す
べ
か
ら
ざ
る
點
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

れ
、

つ
ま
り
時
閒
軸
の

點
か
ら
『
演
義
』
と
『
綱
目
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
兩
者

の
時
閒
軸
が
ぴ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
段
の
主
要
人
物
で

あ
る
孫
策
と
太
史
慈
に
關
わ
る
記
述
は『
三
國
志
』の「
孫
破
虜
討
逆
傳
」（
孫
策
傳
）

と
「
太
史
慈
傳
」
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
も
し
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）

だ
け
を
參
照
し
て
こ
の
段
を
執
筆
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
孫
破
虜
討
逆
傳
」

（
孫
策
傳
）
と
「
太
史
慈
傳
」
に
散
ら
ば
っ
た
記
述
を
組
み
合
わ
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
た
ま
た
ま
『
綱
目
』
の
時
閒
軸
と
一
致
し
た

〔
表
四
〕

役

歷
史
書
の
記
述（
便
宜
上『
三
國
志
』の
み
を
擧
げ
る
）『
演
義
』
の
記
述

劉
繇
・
笮
融

孫
策
に
敗
れ
た
後
、
劉
表
を
恃
ん
で
迯
げ
る
。
後
、

二
人
で
仲
閒
割
れ
を
繰
り
廣
げ
、
笮
融
は
劉
繇
に
敗

れ
て
山
中
に
迯
げ
込
み
、
土
民
に
殺
さ
れ
る
。
劉
繇

は
最
後
は
病
死
。

『
三
國
志
』
卷
四
十
九　

吳
書
第
四
「
劉
繇
傳
」

孫
策
に
敗
れ
た
後
、
二
人
ま
と
め
て
山
中
で
土
民
に
殺
さ

れ
る
。

「
劉
繇
・
笮
融
去
投
拜
劉
表
、
後
皆
在
山
中
劫
掠
、
被
鄕

民
所
殺
。」

薛
禮

後
に
劉
繇
・
笮
融
と
の
仲
違
い
で
死
ぬ
。

『
三
國
志
』
卷
四
十
九　

吳
書
第
四
「
劉
繇
傳
」

孫
策
と
の
亂
軍
中
で
死
ぬ
。

「
薛
禮
死
於
亂
軍
中
。」

嚴
白
虎

孫
策
軍
と
朱
治
に
敗
れ
た
と
あ
る
だ
け
で
、
死
に
方

に
つ
い
て
特
に
記
述
無
し
。

『
三
國
志
』卷
四
十
六　

吳
書
第
一「
孫
破
虜
討
逆
傳
」

『
三
國
志
』
卷
五
十
六　

吳
書
第
十
一
「
朱
治
傳
」

孫
策
に
敗
れ
た
後
山
中
に
迯
げ
込
み
、
一
度
土
民
に
殺
さ

れ
そ
う
に
な
る
。
後
、
衟
中
で
董

に
だ
ま
さ
れ
て
死
ぬ
。

「
於
路
劫
掠
、
被
土
人
凌
操
引
鄕
兵
殺
敗
、
望
會
稽
而
迯
。」

「
是
夜
於
帳
中
飮
酒
、
那
人
拔
劍
砍
殺
嚴
白
虎
。」



『
三
國
志
演
義
』
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
關
わ
る
考
察

二
一
三

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
劉
繇
を
は
じ
め
笮
融
・
薛
禮
・
嚴
白
虎
と
い
っ
た
孫
策

の

役
の
人
物
が
、
こ
の
段
に
し
か
登
場
せ
ず
、
し
か
も
哀
れ
な
ほ
ど
に
杜
撰
な

死
に
方
に
描
か
れ
、
こ
の
段
の
中
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ

れ
る
。〔
表
四
〕
に
比
較
し
て
い
る
よ
う
に
、
歷
史
書
で
は
劉
繇
・
笮
融
・
薛
禮

は
孫
策
の
攻
擊
か
ら
迯
れ
、
そ
の
後
三
人
で
仲
閒
割
れ
を
繰
り
廣
げ
る
と
あ
る
の

に
對
し
、『
演
義
』
で
は
孫
策
に
敗
れ
て
す
ぐ
山
中
で
土
民
に
殺
さ
れ
た
り
、
孫

策
と
の
亂
軍
中
で
死
ん
だ
り
し
て
い
る
。
嚴
白
虎
に
至
っ
て
は
、
山
中
に
迯
げ
込

ん
で
土
民
に
殺
さ
れ
か
け
る
と
い
う
、
劉
繇
・
笮
融
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
が

用
さ

れ
て
い
る
。
劉
繇
・
笮
融
・
薛
禮
・
嚴
白
虎
に
つ
い
て
は
、
無
理
矢
理
に
で
も
こ

の
段
の
中
で
完
結
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
圖
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
段

は
、
歬
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
影
响
を
與
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
條
件
下
で
執
筆

さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、こ
の
「
孫
策
大
戰
太
史
慈
」「
孫
策
大
破
嚴
白
虎
」
の
二
段
は
、

『
綱
目
』
と
『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
を
同
時
に
併
用
し
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
、
呂
布
の
最
朞
や
關
羽
の
弔
い
合
戰
の
よ
う
な
段
階
的
に
執
筆
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
『
演
義
』
本
筋
の
段
と
は
執
筆
の
手
法
そ
の
も
の
が

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
內
容
的
に
も
歬
後
の
段
か
ら
朙
ら
か
に
浮
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
實

は
、
こ
の
二
段
が
元
來
『
演
義
』
に
は
存
在
せ
ず
、『
演
義
』
の
本
筋
と
は
別
に
、

何
者
か
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
、
插
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
も
筆
者
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
二
段
に
限
ら
ず
、
吳

の
人
物
が
活
躍
す
る
段
、例
え
ば
「
孫

合
肥
大
戰
」（
葉
逢
春
本
第
五
卷
第
十
段
）、

「
張
遼
大
戰
逍
遙
津
」「
甘
寧
百
騎
刼
曹
營
」（
葉
逢
春
本
第
六
卷
第
十
四
段
・
第
十
五
段
）

に
於
い
て
も
同

の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
詳
し
い
結
果
は
本
論
で
は

割
愛
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
吳
の
人
物
が
活
躍
す
る
段
が
別
個
に
創
作
さ
れ
插

入
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
說
が
正
し
い
な
ら
ば
、
こ
の

分
の
作
者
は
劉
備
を
中
心
と
す
る
物
語
の

本
筋
を
書
い
た
作
者
と
は
別
の
人
閒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
者
か
が
、
劉
備
の

活
躍
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
初
朞
の
『
演
義
』
を
讀
み
、
小
說
と
し
て
の
更
な
る

實
を
圖
っ
て
、
吳
が
活
躍
す
る
物
語
を
創
作
し
、
插
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

或
い
は
、
商
業
目
的
で
書
房
が
率
先
し
て
增
補
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。

結
論

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
演
義
』
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
、
そ
の
執
筆
プ
ロ
セ

ス
が
朙
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
元
の
至
治
年
閒
（
一
三
二
一―

一
三
二
三
）

に
建
陽
の
虞
氏
か
ら
『
平
話
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
歷
史
書
か
ら
か
け
離

れ
た
記
述
を
多
々
含
ん
で
い
た
上
、
大
變
簡
略
な
物
語
で
あ
り
、
讀
み
物
と
し
て

は
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、何
者
か
が
、主
要
人
物
に
つ
い
て
は
『
三

國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
を
參
照
し
、時
に
は
自
ら
の
創
作
を
交
え
な
が
ら
、『
平

話
』
を
發
展
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
を
執
筆
し
た
（
た
だ
し
「
一
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

今
日
傳
わ
る
『
平
話
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な
內
容
を
持
つ
別
の
書
物
を
下

地
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
）。
次
の
段
階
で
、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
關
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
『
綱
目
』
に
據
っ
て
增
補
さ
れ
、
內
容
的
に
も

實
し
、
歷
史
を
か
な

り
忠
實
に
追
っ
た
物
語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
ま
ず
『
平
話
』
と
『
綱

目
』
を
利
用
し
て
全
體
の
構
成
を
整
え
た
『
演
義
』
が
執
筆
さ
れ
、
次
の
段
階
で

『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
に
據
っ
て
主
要
人
物
に
關
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

詳
し
く
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
吳
の
人
物
が

活
躍
す
る
段
は
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱
目
』
を
同
時
に
併
用

し
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、『
演
義
』
の
本
筋
と
は
別
に
何
者
か
に
よ
っ
て
創
作
さ

れ
插
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
よ
う
や
く
、
現
在
の
『
演
義
』
と
ほ
ぼ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
一
四

同
じ
よ
う
な
記
述
を
備
え
た
『
三
國
志
演
義
』
が
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
仮
說
が
正
し
い
な
ら
ば
、『
演
義
』
は
突
如
と
し
て
文
學
史
上
に
誕
生
し

た
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
段
階
的
に
成
立

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
都
度
、
作
業
に
關
わ
っ
た
人
物
や
書
坊
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
で
は
、
現
在
『
演
義
』
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
羅
貫
中

は
、
い
っ
た
い
ど
の
段
階
に
關
わ
っ
た
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

葉
逢
春
本
卷
頭
に
置
か
れ
た
、
嘉
靖
二
十
七
年
、
鍾
陵
の
元
峰
子
な
る
人
物
が

記
し
た
「
三
國
志
傳
加
像
序
」（「
三
國
志
傳
」
は
『
三
國
志
演
義
』
の
別
名
）
に
は
、

羅
貫
中
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

三
國
志
、
志
三
國
也
。
傳
、
傳
其
志
。
…
（
中
略
）
…
志
者
何
、
述
其
事

以
爲
勸
戒
也
。
傳
者
何
、
易
其
辭
以
朞
徧
悟
。
…
（
中
略
）
…
而
羅
貫
中

氏
則

慮
史
筆
之
艱
深
、
難
於
庸
常
之
通
曉
、
而
作
爲
傳
記
。

（「
三
國
志
」
と
は
、
三
國
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。「
傳
」
と
は
、

そ
の
「
志
」
に
解
釋
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
「
志
」
と
は

何
か
。
あ
る
で
き
ご
と
を
述
べ
て
、忠
吿
・
戒
め
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
傳
」

と
は
何
か
。
言
葉
を
變
え
て
、わ
か
り
や
す
く
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
…（
中

略
）
…
羅
貫
中
氏
は
、
歷
史
を
述
べ
る
筆
法
が
晦
澁
難
解
で
、
平
凢
な
知

で
は
理
解
し
難
い
こ
と
を
案
じ
、
傳
記
と
し
た
。）

　

こ
の
內
容
を
總
合
す
る
と
、「
三
國
志
傳
」
つ
ま
り
『
演
義
』
と
は
、「『
三
國
志
』

を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
っ
て
書
き
換
え
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
作
業
を
行

っ
た
の
が
他
で
も
な
い
羅
貫
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
論
で
仮
定
し
た
執
筆
プ

ロ
セ
ス
で
言
え
ば
、『
平
話
』
に
『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
㊟
で
肉
付
け
し
て
『
演

義
』
を
執
筆
し
た
人
物
に
該
當
し
よ
う
。
無
論
、
白
話
小
說
の
序
は
單
な
る
商
賣

文
句
を
竝
べ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
無
批

に
こ
の
序
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
序
が
書
か
れ
た
時
點
で
既
に
二
百
年
近
く
歬
の
人
物
で
あ
っ
た
羅
貫

中
の
行
跡
に
つ
い
て
、
正
し
く
傳
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

し
か
し
少
な
く
と
も
、
こ
の
序
が
書
か
れ
た
朙
・
嘉
靖
年
閒
に
は
、『
演
義
』
の

原
作
者
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
認

が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
最
初
の
『
演
義
』
を
讀
ん
だ
者
、
お
そ
ら
く
は
高
級

知

人
と
は
言
え
な
い
が
民
閒
の
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ
文
人
、或
い
は
書
坊
が
、

各
々
手
を
加
え
な
が
ら
、
段
階
的
に
こ
の
小
說
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本

論
で
論
じ
た
よ
う
に
、
各
段
階
で
作
業
に
關
わ
っ
た
人
物
た
ち
は
、『
平
話
』
に

『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
で
肉
付
け
す
る
と
い
う
手
法
、『
綱
目
』
に
據
っ

て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
增
補
す
る
と
い
う
手
法
、『
三
國
志
』（
裴
松
之
㊟
を
含
む
）
と
『
綱

目
』
を
併
用
す
る
と
い
う
手
法
、
そ
れ
ぞ
れ

な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
執
筆
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
ど
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
於
い
て
も
、
よ
り
史
實
に
近
づ
け
よ

う
、
よ
り

實
し
た
讀
み
物
に
し
よ
う
い
う
動
機
で
も
っ
て
筆
が
執
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
利
用
し
た
歷
史
書
は

な
っ
て
い
た
り
、
そ
の
利
用
の

仕
方
も

な
っ
て
い
た
。
こ
の
小
說
が
手
探
り
の
中
で
發
展
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た

過
程
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

㊟
（
1
）　

上
田
望
「
講
史
小
說
と
歷
史
書
（
一
）―

『
三
國
演
義
』、『
隋
唐
兩
朝
史
傳
』
を

中
心
に―

」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』　

東
洋
文
化
硏
究
所　

一
九
九
三
）
第
二

。
拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
の
原
初
段
階
に
お
け
る
成
立
と
展
開―

段
階
的
成
立

の
可
能
性―

」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
九
號　

京
都
府
立
大
學
國
中
文
學
會　

平
成

二
十
三
年
十
一
⺼
）。

（
2
）　
（
1
）
に
歬
揭
し
た
拙
論
八
七
～
九
〇
頁
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
3
）　

嘉
靖
本
よ
り
葉
逢
春
本
の
文

の
方
が
古
い
『
演
義
』
に
近
い
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
（
1
）
に
歬
揭
し
た
拙
論
で
も
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
歷
史
書
を
利
用
し
て



『
三
國
志
演
義
』
の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
關
わ
る
考
察

二
一
五

い
な
い

分
の
文

に
つ
い
て
も
、
小
松
謙
「『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
と
展
開
に

つ
い
て―

嘉
靖
本
と
葉
逢
春
本
を
手
が
か
り
に―

」（『
中
國
文
學
報
』
第
七
十
四
册

平
成
十
九
年
）
で
葉
逢
春
本
の
方
が
古
い
『
演
義
』
の
本
文
を
殘
し
て
い
る
と
指

さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

金
文
京
『『
三
國
志
演
義
』
の
世
界
』（
東
方
書
店　

一
九
九
三
）
四
六
～
五
三
頁
。

（
5
）　

た
だ
し
表
の
※

分
の
よ
う
な
、
人
と
な
り
を
紹
介
す
る

分
や
手
紙
の
內
容
と

い
っ
た

分
（
諸
葛
瑾
が
劉
備
を
說
得
す
る
臺
詞
も
『
演
義
』
で
は
臺
詞
だ
が
『
三

國
志
』
で
は
手
紙
の
文

で
あ
る
）
に
つ
い
て
は
、
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
關
す
る

も
の
で
も
『
三
國
志
』
に
據
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
㊟
釋
に
近
い
性

格
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
の
段
階
で
增
補
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
特
例
と
考
え
、
本
論
で
は
問
題
と
し
な
い
。

（
6
）　
『
綱
鑑
』
の
說
朙
は
（
1
）
に
歬
揭
し
た
上
田
氏
の
論
文
（
一
一
一
～
一
一
三
頁
）

に
據
る
。

（
7
）　

葉
逢
春
本
の
本
文
中
「
英
雄
之
意
」
は
、
字
體
は
歬
後
の
文

と
變
わ
ら
な
い
が
、

意
味
の
面
か
ら
考
え
る
と
㊟
釋
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
嘉
靖
本
や
李
卓
吾

批
評
本
、
毛
本
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。


